
愛犬の熱中症にご注意を！
～屋外飼育～

①暑い時期に日陰等が一切ない
犬小屋だけでは暑さはしのげません！

③散歩は早朝・夜間など、涼しい時間に！
迷う場合は、ご自身の手で直接地面を触って熱く
ないか確認してください。

①暑い時期（時間帯）だけでも屋内で飼育する。
または、日陰や寒冷紗等で直接日差しが当たら
ないよう工夫する。
打ち水も効果的です。

夏の気温が年々上昇しています。
ワンちゃんを外で飼う場合は、以下のポイントを参考に、
ご自身が一日、同じ環境で過ごせるか考えて、暑さ対策を徹底し
ましょう。

②水の交換は１日１回だけ
夏場はお湯になりやすく、こまめな交換が必要！

お問い合わせ：熊本県動物愛護センター（TEL：0964-27-8115）

③日中の散歩
アスファルトは５０～６０℃になるため、
やけどや熱中症になる可能性あり！

②水の交換は、こまめに・たっぷりと！
（理想は１日３回以上）
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